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H I V 感染者にお ける急性感染症 ､ 特に梅毒 に代表され る性感染症 の合併は 昨今 の H I V 臨

床にお ける懸案事項 で ある｡ 本研究は抗 H I V 療法中 の H I V 感染者 にお ける性感染症 の 合

併が及 ぼす H I V 感染症 - の影響を明らか にす るた めに ､ 有効な H A A R T 下 で梅毒を合併 し

た 4 症例 に つ い て H I V プ ロ ウイ ル ス D N A の解析を試みたも の で あり ､ 下記 の 結果 を得て

い る D

複数 の抗 H I V 薬に よる強力な抗 レ ト ロ ウイ ル ス 療法 (H A A R T) に より良好 に経過 中に

梅毒初感染を認 めた四名 に つ い て梅毒感染前後 の H I V プ ロ ウイ ル ス D N A の解析を行 い
､

血 中ウイ ル ス 量の 変化 ､ 薬剤耐性変異 の獲得 の 有無を含めた塩基配列 の変化 ､ 新た な H IV

- の 重感染 ( s u p e ri n f e cti o n) の有無 に つ い て解析 し､ 梅毒感染の 及ぼす影響に つ い て 検討

した
｡

1 . 4 例 中 2 例 で梅毒感染後に 血 中ウイ ル ス 量の 増加 を認 めた o
これ ら 2 例 で は ､ 梅毒感

染後 に新た な薬剤耐性変異の 獲得を認 めた
一

方 で
一

部 の サブ ク ロ
ー ン で 野生型 の 再出

現も認 め られた ｡ ま た 1 例 で は梅毒感染後 に過去 に 内服 し て い た抗 H I V 薬 に関連 した

耐性変異 の 出現を認め た｡
これ ら 2 例の 結果か ら､ 梅毒感染後 に血 中ウイ ル ス 量が 増

加 した原因と して
､ 梅毒感染に よる 日ⅠⅤ 感染細胞 の 活性化 ､ 抗 H I V 薬内服 の 不十分な

履行の 可能性が 考えられた
｡

また可能性 は 限定される もの の今回 の 結果 か ら類似 した

塩基配列を持 つ H I V の重感染 の 可能性を否定する こ とは 出来 なか っ た｡

2 .
4 例 中 2 例では梅毒感染前後 で 血中ウイ ル ス 量の変化を認め なか っ た ｡

こ の 2 例で は
､

梅 毒感染後 に一定 の塩基配列 の 変化 は見られたも の の
､ 新たな薬剤耐性変異の 獲得は

見られなか っ た.

一

例 で は ､
e B I V 3 領域 に限定 し て梅毒感染後 に一過性に変化 を認め

た
｡

3 . また ､
4 例の 梅毒感染前後 の塩基配列 の 変化を定量的 に解析 した と こ ろ､ 梅毒感染後

に血 中ウイ ル ス 量が増加 した 2 例だ けで なく ､
血 中ウイ ル ス 量に変化 を認め なか っ た 2

例 で も梅毒感染前後で 一定 の 変化が 認め られた ｡
しか し梅毒感染後 に塩基配列 の 変異

が促進 された 可能性を示 唆す るもの で はなか っ た ｡



4 . 今回解析 した 有効な H A 姐 丁 下で 梅毒 を合併 した 4 例の うち 2 例 で は ､ 梅毒感染後 に

血 中ウイ ル ス 量が増加 し ､ そ の 一 例は治療失敗 か ら薬剤 の変更 を余儀 なく された
｡

ま

た血 中ウイ ル ス 量が増加 した もう
一 例 で は ､ 梅毒感染後に増加 した血 中ウイ ル ス 量は

そ の 後元 の 水準まで収束 し
､ 治療失敗 には 至 らなか っ たが ､ 新た に薬剤耐性変異 の獲

得 に より将来 の 薬剤 の 選択肢を減ら しう る結果 とな っ たo また 血 中ウイ ル ス 量が 変化

しなか っ た 2 例 の うちの 1 例 を含め
､

4 例中 3 例で梅毒感染後 の H I V の 増殖 ､ 潜伏感

染 H I V が活性化 され た可能性 が考え られた o

以上
､ 本論文は有効 な抗 H I V 療法中 の H I V 感染者にお ける梅毒感染前後 の H I V プ ロ ウ

ィ ル ス D N A の解析か ら梅毒感染時の H IV の s u p e ri n f e cti o n の 可能性 ､ 梅毒感 熱 こ より塩

基配列 の 変異が促進 された可能性 は示唆され なか っ たが
､

そ の
一

方 で梅毒感染後 の H I V の

増殖 ､ 潜伏感染 H I V の活性化 の 可能性が考えられた
o 本研究は ､

これま で 解明が 不十分で

未知 の 部分 の 多 い有効 な抗 H I V 療法中 の = ⅠⅤ 感染者 にお ける性感染症 の合併が 及ぼす

H I V 感染症 - の影響 の解明に貢献 をなす と ともに H I V 感染者 にお ける性感染症蔓延 の抑止

力 になりうると考えられ ､ 学位の 授与に催す ると考 えられる o




